
に関する幼児の遊戯行動「音楽リズムj領域:
千億子

(女子塑学院短期大学}

目的

本研究では、現在の大学生の幼児期における6領減から

見た行動について調査し、学生法の現在の音楽Ii:関する活

動と、幼児期の活動との関連を見ながら、どこに、どのよ

うな問題があるのかを滋る.そしてそれらの問題の原因を

考察する.

ト幼児期における、音楽リズムの重要性

1 .音楽リズムとは

幼稚園教育の目的・目録を達成するための、具体的なね

らいを、幼稚園教育襲鎮では.六つの領域tこ分煩している.

その中で、音楽、動きのリズム1;:闘する領犠をまとめて、

音楽リズムという.したがって、 『音楽リズムJ1;1、幼稚

園教育の中だけで用いられる名称である.

領犠[音楽リズムJの基本方針1;1、図 11ζ示すように、

のびのびとした表現活動を通して、創造住を量豊かにするこ

とであi.幼児の表現している過程を尊重し、外部から仰

しつけたり、型にはめたりせず、又、大人の基単で判断し

たり、結果のみを問題とすることなく、表現活動をのびの

びと、楽し<trわぜているうちに、自然に創造住が芽生え、
車かになってい〈とするものである (11
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はじめに

人間の健全な社会生活に、長も重要な重要件は、心身の調

和のとれた発達であると言われている.

ところが日本では、知的な活動ーことに学業成蹟ーにつ

いて、異策と思える穫の関心が幼児蹴から持たれている.

人聞の価値が、成績で決められるかのように錯覚され、

学業における鋭争が激化している.しかし、人縞形成や精

神発速に最も大切な役割を果たす、基本的な生活習慣の自

立や、自主位、創造性、感受性などを伸ばすことは経観さ

れる傾向にある.

特に幼児期は、その後の人格形成や精神発達の基礎を築

〈時期であると言われている.したがって、幼児期をいか

に過ごしてきたかが、その後の人間性に大きな量三嘗を与え

ることになる.

一方、現在の大学生を見ていると、当然これまでに身に

つけておくべき、基本的な生活習慣や、社会伎を初めとし

て、生活全般にわたる行動や言動が、その年齢や身体の発

達に比べて、アンバランスである場合が多いように見受け

られる.

音楽リズムの分野に関連した活動においても同様で、自

主性や趨像力に乏し〈、感性が腐かれていない学生が目立

つ.表現についても、画一的で、<<:!にはまっており、リズ

ムについても、身体の中から出てくるような、自然なリズ

ム感をもっ学生は、極めて裕であi.

それらの原因としては、学生速の育った時代や、社会環

境もあるが、それに加えて、彼らが、その出生から現在ま

でその中で育コた、それぞれの家庭や、観の養育態度から

受けた量~.も大きいのではないかと思われる.

図1 領犠『音楽リズム』の内容

遊戯行動音楽リズム
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能を伸ばし、運動能力や情鎌を務っていく.

一方、幼児の音 1<:対す忍興味は、 J与の廻りのあらゆ~種

籾の音tζ向けられており、幼児は、音や音楽を全身で受け

とめ、反応する.

このように、幼児は日常生活の中でさまざまな音やリズ

ムを、楽しみながら、身体全体で受けとめる経織を繰り返

すことによって、聴く力や、感じる力一感受性ーを育てて

いく(31 この聴く力や感じる力は、音楽活動の重要な要

素でもあり、豊かな感受性1;1、音楽性や、重量かな精神活動

にもつながなていく.

そして、遊びの中での音楽活動は、空想の世界を広げた

り、リズムを楽しんだり、身体で表現したりすることによ

り、創造性、即興柱、思考力、集中力、持続力者t養う.ま

た、音楽を介して、相手とかかわりあいながらの活動は、

自主性、思いやり、責任感といった社会性も身Ii:ついてい

くと思われる.

このような意味からも、幼児期における、 E豊富な音楽活

動の経験は重要であると言えよう.

D.領域『音楽リズムJの調査結果
音楽リズムに関する質問は、 6項目あり、それぞれ、

(1)ハイ、 (2)トキドキ、タマニ、 (3)イイヱ、で答える.

調査対象 M短大(女子) 1 1 9名、綴 96名

S短大〈女子) 235名、鋭 182名

M大学〈男子) 1 08名

調査日時 昭和61年7月

それぞれの項目の集計結果は、図2-図7の巡りである.
図2 お録さん自身何かの楽器を弾〈ととはありましたか
I ".1園田ι.園田I'HI.. ・

S嘆瑠 ... 

図4 何か楽器を弾くととはできましたか

.， 
11.0 

... 

田沼

'001 

"" 

11・

.. 

5・.官

1001 10‘脚Z

闘7 音の高低や強調はわかりましたか

Z布日二二二二二~tl岡崎明間

1 .集計基i事から(属性による差〉
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図2-図7でも明らかなように、女子大であ吾、 M短大

とS短大は、闘答の比皐がほぼ同じような傾向であるが、

男子のM大は、項目によって、女子とは全〈異な忍.

男女差1<:聞きが見られたのは、線子でー絡に歌う項目と、

子供が楽援を弾げる項目で、ハイとイイヱの比$が逆転し

ている.

ハイと答えた比率を比べて、男子が女子を上まわるのは、

続が楽器を弾く項目と、幽1<:好き嫌いを示すことがあるの

項目である.しかし、観が楽器を蝉〈項目では、女子のS

短大の比率が低いために、女子会体の比率が低〈なっτお
り、男女差というより、学校差であると考えられる.

綴子でー絡に歌う項目と、子どもが楽器を弾けるの項目

では、比率の差 Iì:聞きが見られ~ことから、今回の調査で

は、女子の方が男子よりも、幼児期においては、活発な音

楽活動をしていてことがわかる.

(2)親と子の釜
何れの項目もM短大、 S短大共に、ハイと答えた銚子の

比率には、差が見られない.それぞれ 1-2項目、僅かに

( 3%以内〉学生の比率が、父母の比率を上まわっている

ほかは、父母の比$の方が高い.

これは記憶の遣いと共Ii:、質問Ii:対する判断基i鎮の相違

などによるものであろう.

(3)学校差

女子大であるM短大と S短大を比較すると、いずれの項

目においても、綴子共Ii:、 M短大の方がハイと答えた比率

が高く(7.9%-16.4%)、イイヱと答えた比率は低い.

( 3.5%-8.5%)これは、学生の居住地、線の型車有線度、

おけいこと‘となどの遣いが関係していると思われる.

(4)兄弟数による差

母線が楽器を弾く項目では、学生t主、 M短大、 S短大と

も、兄弟数が増え忍1<:従い、イイエの比率が高くなる.M

大では殆ど差は見られない図8)と乙ろが、父母!;lj逆

に、兄弟数が増えるに従い、イイヱの比率が減っていく.

(図9)ζの相反する結果は、どのように解釈すればよ
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いのだろうか.

鋭子で一絡に歌う項目では、学生の女子は、兄弟散が増

えるに従い、ハイと答えた比率が減っていく傾向にある.

(図 10) 

兄弟数と音楽活動との相関は女子に多く見られ、男子に

!;t殆ど見られない.

図8 級制楽器を弾〈 図9 観が楽器を捌〈
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(5)親の養育態度による差

綴の養育繊度を、大きく 2つに分けて、音楽活動との関

連を見ると、放任約な線の場合、子どもの音楽活動が少な

くなることがわかる.

(6)出生11順位から見た差

出生l順位を、一人目、二人民、末っ子とわけで、親子で
一緒tこ歌う項目と、子供が楽器を弾ける項目についての差

異を見た o (図 12、 13) 
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2.活動を規定する条件の速いから

(1)鋭が楽器を弾く場合

楽器を弾ける綴の場合、子どもとー絡に歌ったり、子

どもが楽器を弾ける比率は高くなると忠われるが、調べ

てみた o (図 14-1、14-2) 

図 14-1 観が楽器を弾ける縫合、弾けない場合

C立
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図14-2
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M 短大 80.0% 74.9% 80.2% 

S短大 93.0% 64.1% 71.6% 

M 大 事 30.7% 38.9% 

客 様本数が少な過ぎる

図 14ー1、 14-2ti:示すように、楽器を弾けない親

の場合よりも、子どもの音楽活動は活発になることがわか

る.

(2)綴子でー絡に歌う場合
一絡に歌う鏡子の場合も、そうでない場合よりも、子ど

もの音楽活動は活発になると思われ.:sが、図 15-1、2、

子どもが楽器を捌け吾
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(3)子どもが楽縫を弾ける場合

子どもが楽器を弾ける場合氏、他の音楽活動がどのよう

な傾向を示すかは図 16-1、2、3の示す通りである.

以上の結果から、幼児期における音楽活動は、てれぞれ

相互に関連していることがわかった.
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図 16-1 子どもが楽器を弾ける場合
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図16-3

ill.、考察

幽t;:好意婚いを示す

38. 8%  

29. 6% 

幽tζ合わせτ歌ったり、
ハミングする

67. 9% 
68. 3%  

奮の高低や強弱がわか

る

83. 1 % 
74. 6% 

今回のM短大、 S短大、 M大の調査では、それぞれの大

学の立地条件、学生の質の差、標本数の皇室などもあって、

同年代の学生逮と、その父母を対象とはしているが、必ず

しも出てきた数字のみを比較することは閤難であると考え

られる。このことを前提としながら、考察を進める.

全体的に考察すると、母親が楽器を弾けたり、親子でー

絡に歌う家庭では、他の音楽活動も活発であることがわか

る。又、男女差、兄弟数、鋭の養育磁度、出生順位によっ

ても、子どもの音楽活動に違いが見られた.

これらのことから、幼児期における子どもの音楽に対す

る興味や関心は、家庭の中に音楽を楽しむ雰臨気があるか

どうか、音楽に対する親の関心度によって左右され、音楽

活動につながっていくことがわかる.

幼児は、音やリズムを全身で受けとめ、反応する'"と

言われている.したがって、幽に合わせて歌ったり、ハミ

ングし、身体を動かすことは、幼児期の特色である.とこ

ろがこの調査では、このような活動をしていたという答え

は、 50-70%台にとどまっている.しかも他の音楽活

動が活発な子どもの場合にも、その比率は殆ど変わらない.

一方、音や、音楽に対する興味や関心があれば、音楽活

動に際しても、なぜ、どうしてという質問がなされるはず

である.しかも、 3-4才は、質問矧であると名付けられ

ある程(5' 、なぜ、どうしての多い時期と言われている.

しかし、今回の調査では、言語の領域に関連した、 rなぜ、

どうしてという質問が多かったですか』という質問項目に、

30-50%台しか、ハイと答えていない.
幼児期の発達の特徴として、広く認められている事実に

反する、この二つの結果は、質問に対する判断基準の相違

も原因となっているかもしれないが、それだけとは言えそ

うにない.幼児期における自立性が育たないため、あらゆ

る物に対する、なぜ、どうしてといった好奇心に乏しかっ

たのではないだろうか.そして、その原因のーっとして、

今回の調査の対象となった学生逮が幼児期であった、昭和

40年代の社会的背景が考えられる.この時代は、テレビ

の子ども向け番組が急激に増加し、充実、強化された時代

でもあった.そのような時代にあって、テレビの見方に対

する適切なしつけが行なわれなかったのではないだろうか.

テレビ視聴において、子ども逮は、常に受身であり、相手

との対話もなく、感情も育つとは考えられない.したがっ

て、自発性や好奇心も育ち(i:くくなり、刺激伝対する反応

も鈍くなる.

このようなテレビの彫響のほかにも、子どもの生活して

いる場に騒音や雑音も含めた多くの音が氾灘し、幼児の感

覚が鈍くなつってきていることも、原因として考えられる.

したがって、幼児期において、観や保有者は、子どもの

発達を考慮しながら、子どもにとって大切なものは何であ

るかを考えて、感性を育てる環境を量産えること、親や保育

者自身も心から音楽を楽しみ、子どもと共に楽しむことが、

子どもの音楽活動を活発にしていくために必要であろう.

このような経駿を繰り返すことにより、子どもは感受性を

蓑い、豊かな精神生活へと入っていくことができる.又、

全ての発達の基礎となる自主性を育てることにも、注意の

目が向けられなければならない.

現在の学生遥も、身体全体で音やリズムを感じ、反応す

ること、それらが、事びにつながることを経験しておかな

ければ、将来、緩や保育者となった時、又、同じ事を繰り

返していくかもしれない.

これは学生速を教える立場(i:いる人聞の一人として、私

自身の今後の課題でもある.
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